
データ消去の落とし穴 とは。
データの物理破壊証明が必要です！
個人番号や納税記録等の特定個人情報ファイル
レベル３）を廃棄する際は、ハードディスク
HDD/SSD）等の記憶媒体を自らが破壊するか、
これらの作業を委託する場合は、委託先が確実
に物理破壊し廃棄したことを立会いのもと証明
書などで確認するよう定めています。

国際特許：物理破壊装置の運用管理、破壊証明書発行トレースアドオン
CDソフト(DSC-AOS４-CD/USB)
＊日東ホルカム㈱扱い（オプション） 詳細はお問合せください。
日東造機㈱、及び日東ホルカム㈱は物理破壊装置の運用と破壊
証明書発行の廃棄トレーサビリティを管理する特許を取得しています。

軍・大使館・外資系企業ニーズに合致した世界基準!

プロフェッショナル記憶媒体破壊機のデファクトスタンダード

DB-80SSD-HP

DB-80SSD-HP
詳しい仕様は取扱説明書（ＰＤＦ　webダウンロード可能 ）を参照ください。

個人情報保護・マイナンバー制度でのデータ消去ハイリスクアプローチの概要

この製品（DB-80SSD-HP）は専用油圧モーターを搭載、ＨＭＣ（ハイドロリック モーション コン

トロール(特許)方式によりSSD等の各種ストレージメディアを 4０本のパンチャーが押し込みながら、

パンチ＆ベンド＆ワッフル方式の３つの物理破壊方式で、米国NSA/NISTに完全に準拠した物理破壊

が可能です。また、破壊作業時間NSA(米国）の規定をクリアしています。（特許取得済み）

SSD等のフラッシュ系メディアは、フラッシュメモリーを40カ所の貫通多点破壊（クラスター）に

対応、ハイエンドSSD/HDD1~2.5インチ/CD/DVD/BLD/ZIP/MO/スマートフォン等、他種（業界

一）のストレージ＆リムバブルメディアに対応するプロフェッショナSSD/電子記憶媒体の物理破壊

装置です。（特許申請済み）

破壊時間はわずか１サイクル10秒、動力性能・800ワットを達成しました。

５W2H2C ハイリスクアプローチ、詳しいし仕様は取扱説明書を参照ください。

データ抹消セキュリティツールとして政府・金融・研究・医療・教育・外資系企業など、よりセ

キュアな ISO15408,ISO27001等、データ物理破壊を希望される各機関・企業様のご要望にお応え

いたします。*DB-80SSD-HPはDB-80SSDにＨK-80ＭＡ安心パックを付属した型式です。

世界2８ヶ国に輸出、DATA  DESTROYER No.1  3年保障(アダプタは含まず）

フラッシュメモリー2mm~5mm

日東ホルカム扱いオプション

　　HK-80MA安心パック

ISO/IEC 21964 破砕レベルに準拠



販売リセラー（代理店）

Crush Box DB-80SSD-HP

仕様

対象メディア

エンターブラズ 2.5インチ
SSD(mSATA,M.2,CF,USB)＆HDD.汎用
SSD/HDD(2,5インチ）、各種異形フラッシュメ
モリー、ICカードCD,DVD,ZIP,MO,CF,スマート
フォン、Ipad内蔵フラッシュ基板等

(バッテリーは外してください 発火します。）

破壊方式
40ポイント多点圧壊とＶ字折り曲げ破砕(セキュ
リティレベルに合わせた破壊（DB-OP-DoD)が
可能最大80ポイント（裏表）

圧壊力 8トン（4０ポイント）ＭAX10トン

安全・安心
各種安全インターロック機構を搭載。ハイドロ
リックモーション機構（特許）

寸法 220X442X420mm

重量・寿命 32Kg・機械的寿命20万回,電気的寿命10万回

破壊時間 約10秒（1サイクル) 約15秒（２サイクル）

電源 AC100~120V    (＊AC200~240V) ５Ａ

マーケット オフィス,官公庁 ,データ消去サービス

総務省が定めるガイドラインは物理破壊完了証明と
トレーサビリティの両立です。

<製造元> 日東造機株式会社
日東ホルカム株式会社

<東京ショールーム> 

〒130-0014    東京都墨田区亀沢2-4-10

ホームページ http://www.nittoh.co.jp

問合せ先 :  唐鎌 karakama@nittoh.co.jp

〒297-0029  千葉県茂原市高師585

TEL 0475-26-5361  FAX 0475-27-4660

発行日：2022/11/10

概要 DB-80SSD-HP

ハイエンド・エンタープライズHDD/SSDの完全破壊が可能。
他社を選び後悔した！後悔先に立たず、失敗しない機種の選び方。

http://www.nittoh.co.jp/
mailto:karakama@nittoh.co.jp




SSD物理破壊の不適切な選定で、 重大なインシデント(事故)になった
事例をしばしば聞くするようになりまた。
そこで、市場に参入している事業者の破壊レベルを調べたところ、不完全な破壊
SSDが多く発見されました。
また、ハイエンドSSDには未対応な製品（S社、A社）だと知りながら販売する事
業者とお客様間でのトラブルが後をたたない。

ハイリスクアプローチの考えは・・・。
Who（だれが）、When（いつ）、Where(どこで）、What（なにを）、Why（なぜ）、
How（どのように）＋High risk(ハイリスク)＋Cost(コスト)＋Communication(コミ
ュニケーション)

「ハイリスクかもしれない対策」とは？
「かもしれない対策」は「だろう対策」とは違い、常に危険意識を持って行う対策で
、あらかじめ何かが起きた場合のことを念頭に、重大事故が起きる前に、可能性
を考え心の準備をしておくことで、確実な対策が行える。
SSD等のフラッシュメモリーをケースごとベンド（折る）しても、破壊できないメモリ
ーチップが残り、重大な不完全破壊のヒヤリハット事例が多く発生しています。

プロフェッショナルSSD破壊機 DB-80SSDとＤB-60ＰRO-ＨS及び DB-70B-HSは
パンチ(押し込む)、ベンド(折る)、ワッフル(蜂の巣)3つの圧壊で、確実な破壊が
可能です。（NSA/NISＴ完全準拠）

日東ホルカムはパソコン・サーバー等のデータ適正消去技術を牽引してい
る企業です。

データ適正消去実行証明協議会 正会員

ケース入りのSSD破壊は、左記の画像の
DB-80SSDのように40箇所以上の貫通破壊
が最も有効な破壊手法で、当社は2010年
世界で初めてSSD大量破壊用途の専用機
を米国ラスベガス(CES2010)でDB-50SSD
を発表しました。
(NSA/NISTのガイドライン/SSDワッフル破
壊手法のモデルとなる)



SSD/HDD 第二種可燃性金属 保管管理が厳しく規定されています。

泣くに泣けないSSD廃棄での失敗！
SSD/HDD(ソリッドステートデバイス）
を写真のように粉砕しているので、情報
漏洩の心配はありません。ご安心してく
ださい・・・！？。
ところが、破砕した写真は誰のものか、
何であったのかも分らずセキュリティ対
策ではない。

この方法は証拠隠滅ともとれ、個人情報
保護法・マイナンバー法が定めるデータ
消去と廃棄証明（履歴管理）と言えない。
また、第２類の可燃性金属（鉄粉、金属
粉、マグネシゥム）のシュレッダー粉砕
は消防法政令で危険物として定められて
います。



<製造元> 日東造機株式会社
日東ホルカム株式会社

<東京ショールーム/東京Ｒ＆Ｄ事業所> 

〒130-0014    東京都墨田区亀沢2-4-10

TEL:03-6240-4555 FAX:03-6240-4566
ホームページ http://www.nittoh.co.jp

問合せ先 :  唐鎌 karakama@nittoh.co.jp

本社 〒297-0029  千葉県茂原市高師585

TEL 0475-26-5361  FAX 0475-27-4660

販売リセラー（代理店）

tel:03-6240-4555
http://www.nittoh.co.jp/

